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(57)【要約】
【課題】フェイスガードを組み立て工数を増加させるこ
となくエアフィルタ内に組み入れる。
【解決手段】エアフィルタ１０は、フィルタ枠１１と、
複数の濾材４０Ａ～４０Ｎから成る濾材ユニット１６と
を有する。隣接する２つの濾材４０Ｃ、４０Ｄは、後端
部Ｂ側が近接し、前端部Ｆが離間しＶ形を形成する。フ
ィルタ枠１１の前方開口部３９Ｆに、エアフィルタの天
枠部から地枠部に渡される前方桟部２５Ａ、２５Ｂを設
ける。前方桟部２５Ａ、２５Ｂに、フィルタ枠１１の内
側に向けて開口し、それぞれが濾材４０Ｃ、４０Ｄの前
端部Ｆそれぞれを内部に配置する前方溝２７を設ける。
一端を前方桟部２５Ａの前方溝２７の内部に配置すると
ともに、他端を前方桟部２５Ｂの前方溝２７に配置し、
一方の前方溝２７から他方の前方溝２７に渡され、通気
性を有するフェイスガード１７Ｂを設ける。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向する第１及び第２の開口部が形成されるフィルタ枠と、
　前記フィルタ枠の内部において、それぞれの一方の端部が前記第１の開口部側に配置さ
れ、他方の端部が前記第２の開口部側に配置される第１及び第２の濾材部を有し、前記第
１及び第２の濾材部は、前記他方の端部が近接、又は接続されて配置されると共に、前記
一方の端部が離間して配置され、Ｖ形を形成する濾材ユニットと、
　前記第１の開口部において、前記フィルタ枠の内側に向けて開口し、それぞれが前記第
１及び第２の濾材部の一方の端部それぞれを内部に配置する第１及び第２の溝部と、
　一端が前記第１の溝部内部に配置されるとともに、他端が前記第２の溝部内部に配置さ
れ、前記第１の溝部内部から前記第２の溝部内部に渡され、通気性を有する第１のフェイ
スガードと
　を備えることを特徴とするエアフィルタ。
【請求項２】
　前記第１のフェイスガードは、前記フィルタ枠の内部に向けて凹んだ形状を呈すること
を特徴とする請求項１に記載のエアフィルタ。
【請求項３】
　前記第１のフェイスガードは、前記第１及び第２の濾材部の表面それぞれに沿って形成
され、それぞれの一端が前記第１及び第２の溝内部に配置される第１及び第２のガード部
と、前記第１及び第２のガード部の他端を連設する連設部とによって一体的に形成される
ことを特徴とする請求項１に記載のエアフィルタ。
【請求項４】
　前記第１及び第２のガード部は、前記第１の開口部に向かうに従って離間して開けられ
るように形成され、これらの開き角度は９０°未満であることを特徴とする請求項３に記
載のエアフィルタ。
【請求項５】
　前記第１のフェイスガードは、前記第１の開口部側が開口され、かつ前記第１の開口部
に向かうに従って開かれるように形成された略断面コの字形状を呈し、或いは前記第１の
開口部側が開口された断面Ｖ形を呈することを特徴とする請求項１に記載のエアフィルタ
。
【請求項６】
　前記第１のフェイスガードは、ラス網又は多数の孔が穿設されて形成された金属板で形
成され、その開口率が５０％以上であることを特徴とする請求項１に記載のエアフィルタ
。
【請求項７】
　前記濾材ユニットは、前記フィルタ枠の内部において、一方の端部が前記第１の開口部
側に配置され、他方の端部が前記第２の開口部側に配置される第３の濾材部を有し、
　前記第３の濾材部は、一方の端部が前記第２の濾材部の一方の端部に近接又は接続され
て配置されると共に、他方の端部が前記第２の濾材部の他方の端部から離間するように配
置され、前記第２及び第３の濾材部がＶ形を形成し、
　前記第２の溝部の内部にはさらに前記第３の濾材部の一方の端部が配置されることを特
徴とする請求項１に記載のエアフィルタ。
【請求項８】
　前記第２の開口部において、前記フィルタ枠の内側に向けて開口し、その内部に前記第
１及び第２の濾材部の他方の端部が配置される第３の溝部と、
　前記第２の開口部において、前記フィルタ枠の内側に向けて開口し、その内部に前記第
３の濾材部の他方の端部が配置される第４の溝部と、
　一端が前記第３の溝部内部に配置されるとともに、他端が前記第４の溝部内部に配置さ
れ、前記第３の溝部内部から前記第４の溝部内部に渡され、通気性を有する第２のフェイ
スガードと
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　を備える請求項７に記載のエアフィルタ。
【請求項９】
　前記フィルタ枠が対向して配置される天枠部及び地枠部を有し、
　前記第１の開口部において前記天枠部と前記地枠部との間に渡される桟部を有し、
　前記桟部には前記第１又は第２の溝が形成されることを特徴とする請求項１に記載のエ
アフィルタ。
【請求項１０】
　前記フィルタ枠が、対向して配置される天枠部及び地枠部と、前記天枠部及び地枠部の
一方の端部を連結する側枠部とを有し、
　前記第１又は第２の溝は、前記側枠部の前記第１の開口部側の縁部に設けられることを
特徴とする請求項１に記載のエアフィルタ。
【請求項１１】
　前記第１の開口部は、エア流出側であって、前記第２の開口部がエア流入側であること
を特徴とする請求項１に記載のエアフィルタ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気中の微粒子を捕集するために使用され、フィルタ枠内部において濾材が
Ｖ形に配置されるエアフィルタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　中性能フィルタ、ＨＥＰＡフィルタ及びＵＬＰＡフィルタ等の高性能フィルタとしては
、フィルタ枠の内部にプリーツ状に折り畳まれた濾材がＶ形に配置されるタイプのものが
知られている。この種のエアフィルタは、通常複数のＶ形が接続されると共に、各Ｖ形の
頂部がフィルタ枠の各開口部に配置される。
【０００３】
　これら中性能又は高性能フィルタで使用される濾材は、長期の使用によって目詰まりが
起こるので、通常定期的に交換が行われる。しかし、定期的な交換前に突発的な目詰まり
が生じ、あるいは濾材に外的な負荷が作用されると、濾材が破損し、濾材の破片が飛散す
る虞がある。エアフィルタの下流側に飛散した場合、下流側に設置された機器に重大な損
傷を与える虞がある。
【０００４】
　そこで、濾材の破片が下流側に飛散するのを防止するために、濾材の下流側に、フェイ
スガードが設けられる場合がある。従来、フェイスガードは、例えば、下流側の開口部全
体を覆うように１枚設けられ、あるいは、各濾材の下流側の面それぞれに沿うように平板
状に形成されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、フェイスガードを下流側の開口部全体を覆うように配置すると、下流側の開口
部の内部に手等を挿入できなくなるので、持ち運び等の取り扱いが困難になるという問題
がある。また、濾材の下流側の面それぞれに沿うように平面状のフェイスガードが設けら
れる場合、各フェイスガードを所定の位置に配置するために組立工数が増加するという問
題がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、これら問題点に鑑みて成されたものであり、組立工数を増加するこ
となく、濾材の下流側にフェイスガードが設けられ、かつ持ち運び等の取扱性も良好なエ
アフィルタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明に係るエアフィルタは、対向する第１及び第２の開口部が形成されるフィルタ枠
と、フィルタ枠の内部において、それぞれの一方の端部が第１の開口部側に配置され、他
方の端部が第２の開口部側に配置される第１及び第２の濾材部を有し、第１及び第２の濾
材部は、他方の端部が近接、又は接続されて配置されると共に、一方の端部が離間して配
置され、Ｖ形を形成する濾材ユニットと、第１の開口部において、フィルタ枠の内側に向
けて開口し、それぞれが第１及び第２の濾材部の一方の端部それぞれを内部に配置する第
１及び第２の溝部と、一端が第１の溝部内部に配置されるとともに、他端が第２の溝部内
部に配置され、第１の溝部内部から第２の溝部内部に渡され、通気性を有する第１のフェ
イスガードとを備えることを特徴とする。なお、本明細書において濾材（部）の端部が近
接するとは、濾材（部）の端部が接触し、又は非接触である態様も含むものとする。
【０００８】
　第１のフェイスガードは、フィルタ枠の内部に向けて凹んだ形状を呈することが好まし
い。例えば、第１のフェイスガードは、第１及び第２の濾材部の表面それぞれに沿って形
成され、それぞれの一端が第１及び第２の溝内部に配置される第１及び第２のガード部と
、第１及び第２のガード部の他端を連設する連設部とによって一体的に形成されることが
好ましい。
【０００９】
　例えば、第１及び第２のガード部は、第１の開口部に向かうに従って離間して開かれる
ように形成され、これらの開き角度は９０°未満である。また、例えば、第１のフェイス
ガードは、第１の開口部側が開口され、かつ第１の開口部に向かうに従って開かれるよう
に形成された略断面コの字形状を呈する。或いは、第１のフェイスガードは、第１の開口
部側が開口された断面Ｖ形を呈しても良い。また第１のフェイスガードは、例えばラス網
又は多数の孔が穿設されて形成された金属板で形成され、その開口率が５０％以上である
。
【００１０】
　濾材ユニットは、フィルタ枠の内部において、一方の端部が第１の開口部側に配置され
、他方の端部が第２の開口部側に配置される第３の濾材部を有していても良い。この場合
、第３の濾材部は、一方の端部が第２の濾材部の一方の端部に近接又は接続されて配置さ
れると共に、他方の端部が第２の濾材部の他方の端部から離間するように配置され、第２
及び第３の濾材部がＶ形を形成し、第２の溝部の内部にはさらに第３の濾材部の一方の端
部が配置される。
【００１１】
　本発明に係るエアフィルタは、第２の開口部において、フィルタ枠の内側に向けて開口
し、その内部に第１及び第２の濾材部の他方の端部が配置される第３の溝部と、第２の開
口部において、フィルタ枠の内側に向けて開口し、その内部に第３の濾材部の他方の端部
が配置される第４の溝部と、一端が第３の溝部内部に配置されるとともに、他端が第４の
溝部内部に配置され、第３の溝部内部から第４の溝部内部に渡され、通気性を有する第２
のフェイスガードとを備えていても良い。
【００１２】
　また、フィルタ枠が、対向して配置される天枠部及び地枠部を有する場合、エアフィル
タは、第１の開口部において天枠部と地枠部との間に渡され、第１又は第２の溝が形成さ
れる桟部を有していても良い。また、フィルタ枠が、天枠部及び地枠部の一方の端部を連
結する側枠部を有し、第１又は第２の溝は、側枠部の第１の開口部側の縁部に設けられて
いても良い。第１の開口部は、エア流出側であって、第２の開口部がエア流入側であるこ
とが好ましく、これにより、フェイスガードによってエア流出側に濾材の破片等が飛散す
ることが防止される。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明において、フェイスガードは、その両端部が溝部内部に配置されるので、組み立
て工数を増加させることなく、エアフィルタ内部に簡単に組み入れることができる。また
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、フェイスガードがフィルタ枠の内部側に凹んで形成されることにより、第１の開口部側
からフィルタ枠内部に手等を挿入でき、例えばエアフィルタを持ち運ぶとき、地枠部の第
１の開口部側の縁部を把持することができるので、取扱性も良好にすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下本発明の一実施形態について、図１～４を参照しつつ説明する。なお、以下の説明
においては、図１における左右方向及び左右方向とすると共に、上下方向を前後方向とし
て、また紙面手前側を上方とし、紙面奥側を下方として説明する。
【００１５】
　エアフィルタ１０は、四角枠状のフィルタ枠１１と、フィルタ枠１１内に配置される濾
材ユニット１６と、フェイスガード１７Ａ～１７Ｇと、前方桟部２５Ａ～２５Ｆ及び後方
桟部２６Ａ～２６Ｇとを有する。
【００１６】
　フィルタ枠１１は、矩形又は方形の四角枠状に形成され、前方側及び後方側に前方開口
部３９Ｆ及び後方開口部３９Ｂが対向するように形成され、前方開口部３９Ｆがエア流出
側で、後方開口部３９Ｂがエア流入側となり、後方から前方に向けてエアが流入される。
【００１７】
　フィルタ枠１１は、図２、３に示すように、互いに対向して配置される地枠部１２及び
天枠部１３と、地枠部１２及び天枠部１３の左端部を連結する左側枠部１４と、地枠部１
２及び天枠部１３の右端部を連結する右側枠部１５とで構成される。
【００１８】
　地枠部１２は、地板１２Ａと、地板１２Ａに対して９０°上方向に屈曲して形成された
、第１～第４屈曲部１２Ｂ～１２Ｅとを有する。第１及び第２屈曲部１２Ｂ、１２Ｃは、
地板１２Ａの前縁部及び後縁部それぞれが左端から右端にわたって上向きに屈曲されて形
成される。第３及び第４屈曲部１２Ｄ、１２Ｅは、地板１２Ａの左縁部及び右縁部それぞ
れが前端から後端にわたって上方向に屈曲され、その前端及び後端が切り欠けられて形成
される。天枠部１３は、地板１２Ａに平行な天板１３Ａと、地枠部１２と同様に、前後左
右の縁部それぞれが地板１３Ａに対して９０°下方向に屈曲して形成された、第１～第４
屈曲部１３Ｂ～１３Ｅとを有する。
【００１９】
　左側枠部１４は、左板１４Ａと、左板１４Ａの前縁部及び後縁部が、上端から下端にわ
たってフィルタ枠１１の内部側（右側）に９０°屈曲して形成された、第１及び第２の左
板屈曲部１４Ｂ、１４Ｃとを有する。また、第１の左板屈曲部１４Ｂの先端部（右縁部）
には、上端から下端にわたってさらに後方側に屈曲して形成された第３の左板屈曲部１４
Ｄが形成され、左板１４Ａの内面、及び第１及び第３の屈曲部１４Ｂ、１４Ｄによって、
後方側が開口された左前溝２７Ｌが形成される。なお、第３の左板屈曲部１４Ｄは、後方
に向かうに従って左板１４Ａに対して離間するように形成される。
【００２０】
　右側枠部１５は、左板１４Ａに平行に配置される右板１５Ａと、左側枠部１４と同様に
形成された第１～第３の屈曲部１５Ｂ～１５Ｄとを有し、右板１４Ａの内面、及び第１及
び第３の屈曲部１５Ｂ、１５Ｄによって右前溝２７Ｒが形成される。左前溝２７Ｌ及び右
前溝２７Ｒは、各側枠部の上端から下端、すなわち天枠部１３から地枠部１２まで延びる
。
【００２１】
　フィルタ枠１１の前方開口部３９Ｆ、後方開口部３９Ｂそれぞれには、互いに平行に上
下方向に長く延びる複数の前方桟部２５Ａ～２５Ｆ及び複数の後方桟部２６Ａ～２６Ｇそ
れぞれが等間隔に配設される。
【００２２】
　前方桟部２５Ａ～２５Ｆ及び後方桟部２６Ａ～２６Ｇそれぞれは、基底板２９Ａと、基
底板２９Ａの左右の縁部がフィルタ枠１１の内側（すなわち、後方向、又は前方向）に屈
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曲して形成される桟屈曲部２９Ｂとによって断面コの字形状を呈し、フィルタ枠１１の内
側に向けて開口する前方溝２７及び後方溝２８が形成される。前方桟部２５Ａ～２５Ｆ及
び後方桟部２６Ａ～２６Ｇは、Ｖ形の濾材頂部がその内部に配置可能なように、フィルタ
枠１１の内部側に向かうに従がって広げられた断面略コの字形状を呈する。また、前方溝
２７及び後方溝２８それぞれは、前方桟部２５Ａ～２５Ｆ及び後方桟部２６Ａ～２６Ｇの
上端から下端まで延び、すなわち天枠部１３から地枠部１２まで延びる。
【００２３】
　各前方桟部２５Ａ～２５Ｆは、基底部２９Ａの下端及び上端が第１の屈曲部１２Ｂ、１
３Ｂそれぞれにネジ、リベット等によって固定され、地枠部１２と天枠部１３の間に渡さ
れている。各後方桟部２６Ａ～２６Ｇも、同様に基底部２９Ａの下端及び上端が第２の屈
曲部１２Ｃ、１３Ｃそれぞれにネジ、リベット等によって固定され、地枠部１２と天枠部
１３の間に渡されている。フィルタ枠１１の各部材、前方桟部２５Ａ～２５Ｆ、及び後方
桟部２６Ａ～２６Ｇは、アルミニウム、亜鉛めっき鋼板、ガルバリウム鋼板等の金属や、
ＡＢＳ等の樹脂で形成される。
【００２４】
　濾材ユニット１６は複数の濾材４０Ａ～４０Ｎによって構成され、各濾材４０Ａ～４０
Ｎは、ガラス繊維、合成繊維から形成される濾紙や不織布等によって構成される。濾材４
０Ａ～４０Ｎは、同一の濾材における各折り目Ｄが平行になるように、プリーツ状に折ら
れ、多数のひだ山が形成される。このように折られた各濾材４０Ａ～４０Ｎは板状を呈す
る。
【００２５】
　複数の濾材４０Ａ～４０Ｎは、その折り目Ｄが天板１３Ａ及び地板１２Ａに対して平行
になるように、フィルタ枠１１の内部に配置されている。そして、それぞれの濾材４０Ａ
～４０Ｎの折り目方向における一端部（前端部）Ｆは、前方開口部３９Ｆに配置されると
共に、折り目方向における他端部（後端部）Ｂは後方開口部３９Ｂに配置される。
【００２６】
　最も左側に配置される濾材４０Ａは、その前端部Ｆが左前溝２７Ｌの内部に配置される
と共に、その後端部Ｂが、濾材４０Ａの右側に隣接する濾材４０Ｂの後端部Ｂに、近接し
て設けられる。濾材４０Ｂは、その前端部Ｆが濾材４０Ａの前端部Ｆから離間するように
配置され、これにより、隣接する２つの濾材４０Ａ、４０Ｂは、天枠部１３側から見ると
Ｖ形を形成するように配置され、そのＶ形の頂部４１Ｂは後方開口部３９Ｂに配置される
。
【００２７】
　濾材４０Ｂの右側に隣接する濾材４０Ｃは、その前端部Ｆが濾材４０Ｂの前端部Ｆに近
接して設けられると共に、後端部Ｂが濾材４０Ｂの後端部Ｂから離間するように配置され
、濾材４０Ｂ、４０ＣもＶ形を形成し、そのＶ形頂部４１Ｆは前方開口部３９Ａに配置さ
れる。
【００２８】
　このように、左右方向に隣接して配置される濾材４０Ａ～４０Ｎは、左側枠部１３から
右側枠部１４に向けて、後方側（後端部Ｂ側）及び前方側（前端部Ｆ側）が交互に近接さ
れ、上方から見るとジグザグ形状を呈する。そして、最も右側に配置された濾材４０Ｎの
前端部Ｆは、濾材４０Ａと同様に他の濾材の前端部Ｆには近接されず、右前溝２７Ｒの内
部に配置される。左前溝２７Ｌ及び右前溝２７Ｒの内部に配置された濾材４０Ａ、４０Ｎ
の前端部Ｆは、左前溝２７Ｌ及び右前溝２７Ｒに接着剤によって固着される。
【００２９】
　前方開口部３９ＦにおいてＶ形の頂部４１Ｆを形成する、近接する２つの濾材の前端部
Ｆは、前方開口部３９Ｆに配置された同一の前方溝２７の内部それぞれに配置され、前方
溝２７内部に充填された接着剤６０によって、前方桟部２５Ａ～２５Ｆに固着される。同
様に、後方開口部３９ＢにおいてＶ形の頂部４１Ｂを形成する、近接する２つの濾材の後
端部Ｂも、同一の後方溝２８の内部それぞれに配置され、後方溝２８内部に充填された接
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着剤によって、後方桟部２６Ａ～２６Ｇに固着される。また、濾材４０Ａ～４０Ｎの上端
部及び下端部は、接着剤によって地板１２Ａ及び天板１３Ａにも固着されている。
【００３０】
　各フェイスガード１７Ａ～１７Ｆは、前方開口部３９Ｆにおいて、一端部Ｆ同士が離間
する、隣接する２つ濾材（例えば、濾材４０Ｃ、４０Ｄ）の間に挿入されている。なお、
以下の説明においては、濾材４０Ｃ及び４０Ｄの間に挿入されるフェイスガード１７Ｂに
ついて説明するが、他のフェイスガードの構成も同様であるのでその説明は省略する。
【００３１】
　フェイスガード１７Ｂは、図４に示すように、平板状の第１及び第２のガード部５１、
５２と、これら第１及び第２のガード部５１、５２を連設する平板状の連設部５３によっ
て、一体的に形成される。フェイスガード１７Ｂは、剛性体で構成され、かつ通気性を有
し、例えば、アルミニウム、鉄、ステンレス等の金属板に無数のパンチング孔が穿設され
て形成され、又は上記金属から成るラス網から形成され、その開口率は５０％以上である
ことが好ましい。
【００３２】
　第１のガード部５１は濾材４０Ｃの右表面Ｒに沿うように設けられ、その前端部５１Ａ
は濾材４０Ｃの前端部Ｆと共に、前方桟部２５Ａの前方溝２７の内部に配置される。第２
のガード部５２は、濾材４０Ｄの左表面Ｌに沿うように設けられ、その前端部５２Ａは、
濾材４０Ｄの前端部Ｆと共に、前方桟部２５Ａの右側に隣接する前方桟部２５Ｂの前方溝
２７の内部に配置される。第１及び第２のガード部５１、５２は、各前方溝２７の内部に
おいて、桟屈曲部２９Ｂ（溝側面）に沿うように配置され、各前方溝２７の内部において
、濾材４０Ｃ、４０Ｄの外側に配置される。第１及び第２のガード部５１、５２の前端部
５１Ａ、５２Ａは、濾材の前端部Ｆと共に、前方溝２７の内部に充填された接着剤６０に
よって前方桟部２５Ａ、２５Ｂに固着される。
【００３３】
　第１及び第２のガード部５１、５２の後端部５１Ｂ、５２Ｂは、濾材４０Ｃ、４０Ｄに
よって形成されるＶ形の頂部４１Ｂ（図１参照）より前方の位置に配置される。すなわち
、第１及び第２のガード部５１、５２は、濾材４０Ｃ、４０Ｄの前端部Ｆの濾材表面から
、フィルタ枠１１の前後方向の長さより短い所定距離Ｙまでの濾材表面のみに沿うように
設けられる。
【００３４】
　連設部５３は、第１及び第２のガード部５１、５２の後端部５１Ｂ、５２Ｂを連設し、
これにより、フェイスガード１７Ｂは連設部５３を底部として、前方側を開口部とする断
面コの字形状を呈し、フィルタ枠１１の内部に向けて凹んだ形状を有する。濾材４０Ｃ、
４０Ｄは、前方に向かうに従って離間して配置されるので、これらの濾材表面に沿う第１
及び第２ガード部５１、５２も前方に向かうに従って離間して開けられている。平板状を
呈する第１及び第２のガード部５１、５２の開き角度θは、２つの濾材４０Ｃ、４０Ｄの
開き角度に一致しており９０°未満となる。
【００３５】
　このように、フェイスガード１７Ｂは一体的に形成され、その一端部（第１のガード部
５１の前端部５１Ａ）が、前方桟部２５Ａの溝内部に配置されると共に、他端部（第２の
ガード部５２の前端部５２Ａ）が、前方桟部２５Ｂの溝内部に配置されている。すなわち
、フェイスガード１７Ｂは、１つの前方桟部の前方溝２７の内部から、その前方桟部に隣
接する他の前方桟部の前方溝２７の内部に渡されて設けられる。
【００３６】
　フェイスガード１７Ｂは、図２、３に示すように、天枠部１３から地枠部１２にわたっ
て設けられ、第１及び第２のガード部５１、５２及び連設部５３の上端及び下端は、接着
剤によって天板１３Ａ及び地板１２Ａに固定されている。
【００３７】
　以上のように、前方開口部３９Ｆにおける、各前方桟部２５Ａ～２５Ｆの間、前方桟部



(8) JP 2008-238047 A 2008.10.9

10

20

30

40

50

２５Ａと左側枠部１４の間、及び前方桟部２５Ｆと右側枠部１５の間は、フェイスガード
１７Ａ～１７Ｇによって遮蔽される。したがって、濾材４０Ａ～４０Ｎは、フェイスガー
ド１７Ａ～１７Ｇによって、外的な負荷が作用されるのが防止されると共に、濾材が目詰
まり等によって破損しても、濾材の破片がエア流出側に飛散するのが防止される。
【００３８】
　また、フェイスガードは、エアフィルタ枠１１の内部側に凹んだ形状を呈している。し
たがって、エアフィルタ枠１１の内部には、前方開口部３９Ｆから手を挿入でき、例えば
エアフィルタ１０を持ち運ぶとき、地枠部１２の前縁部側を把持することができるので、
取扱性も良好となる。また、本実施形態では、フェイスガードは、その両端部を溝側面に
沿うように溝内部に挿入させるのみでフィルタ枠内の所定位置に配置されるので、組み立
て工数を増加させることなく、エアフィルタに組み入れることが可能である。なお、各フ
ェイスガードは、上述したように通気性を有するので、エア流入出の妨げとなることはな
い。
【００３９】
　本実施形態では、エアフィルタ１０が組み立てられるとき、例えば、図３に示すように
、２つの濾材がＶ形を呈するように、その後端部Ｂそれぞれが後方溝２８の内部に接着さ
れた後、前端部Ｆが前方溝２７、前左溝２７Ｌ、又は前右溝２７Ｒの内部に接着される。
このとき、各濾材の前端部Ｆは、フェイスガードの第１及び第２のガード部５１、５２に
ガイドされて各前方溝２７、前左溝２７Ｌ、又は前右溝２７Ｒの内部に挿入されるので、
各濾材は容易にフィルタ枠１１内に組み入れることができる。
【００４０】
　また、濾材の後端部Ｂが後方溝２８の内部に接着されるとき、２つの濾材の間にフェイ
スガードが配置されると、２つの濾材の開き角度が、第１及び第２のガイド部５１、５２
の開き角度θに固定されるので、２つの濾材を一定の開き角度で後方桟部に固着させるこ
ともできる。
【００４１】
　なお、本実施形態では、前方開口部３９Ｆ側のみにフェイスガードが設けられる構成を
示したが、後方開口部３９Ｂ側にもフェイスガード（第２のフェイスガード）が設けられ
ても良い。この場合、第２のフェイスガードは、後端部Ｂ同士が離間する、隣接する２つ
濾材の間それぞれに配置される。そして、各第２のフェイスガードは、前方開口部３９Ｆ
に設けられたフェイスガードと同様の形状を呈して一体的に形成され、その一端部が１つ
の後方桟部の溝内部に配置されると共に、他端部が、隣接する他の後方桟部の溝内部に配
置され、２つの後方桟部間に渡されている。
【００４２】
　また、第１及び第２のガード部５１、５２を連設する連接部５３は、平板状に形成され
ていなくても良く、例えば、後方又は前方に向けて弧状に湾曲して形成されていても良い
。また、各フェイスガード１７Ａ～１７Ｆは、前方開口部３９Ｆ側が開口する断面Ｖ形状
を呈しても良い。この場合、例えばフェイスガード１７Ｂは、濾材４０Ｃの右表面Ｒに沿
って設けられる第１のガード部と、濾材４０Ｄの左表面Ｌに沿って設けられる第２のガー
ド部とから成り、第１及び第２のガード部は、他端部側のＶ形の頂部４１Ｂの近傍で連設
される。
【００４３】
　また、左前溝２７Ｌ及び右前溝２７Ｒそれぞれは、左側枠部１４及び右側枠部１５の前
縁部に一体的に設けられた屈曲部によって形成されたが、別部材が左側枠部１４及び右側
枠部１５に固定されることにより形成されても良い。
【００４４】
　また、濾材ユニット１６は複数の濾材４０Ａ～４０Ｎから構成されず、１枚の濾紙が折
り目方向が上下方向に延びるように折り畳まれて形成された１つの濾材から形成されても
良い。この場合、各Ｖ字頂部４１Ｆ、４１Ｂでは、濾紙が連続的に隙間がないように接続
されている。
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【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の一実施形態に係るエアフィルタ内部を示すための上面図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るエアフィルタの斜視図であって、一部を透視すると共
に、天枠部及び左側枠部を取り外したときの状態を示す。
【図３】本発明の一実施形態に係るエアフィルタの分解斜視図である。
【図４】フェイスガードを拡大して示す上面図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１０　エアフィルタ
　１１　フィルタ枠
　１２　地枠部
　１３　天枠部
　１４　左側枠部
　１５　右側枠部
　１６　濾材ユニット
　１７Ａ～１７Ｇ　フェイスガード（第１のフェイスガード）
　２５Ａ～２５Ｆ　前方桟部
　２６Ａ～２６Ｇ　後方桟部
　２７　前方溝
　２７Ｌ　左前溝
　２７Ｒ　右前溝
　２８　後方溝
　３９Ｆ　前方開口部（第１の開口部）
　３９Ｂ　後方開口部（第２の開口部）
　４０Ａ～４０Ｎ　濾材（濾材部）
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